
シンポジウム

いま科学者の役割を考える
科学コミュニケーションのあり方

アンケート結果
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登壇者

日 時：2017年3月16日（木）

場 所：コクヨホール

主 催：JST科学コミュニケーションセンター

来場者数 ：173名

アンケート回答総数：136件（回収率77%）



来場者の属性

男性

67.6%

女性

29%

無回答

3%

性別 10代

3%
20代

9%

30代

12%

40代

23%50代

24%

60代

20%

70代以上

8%

無回答

1%

年齢

高校以下

3%
大学・大学

院

13%

大学・研究機関

22%

教育・学校関係

者

9%博物館・科学館4%

企業・産業

界

22%

メディア

4%

政治・行政

機関

11%

その他

11%

無回答

1%

所属
研究職

24%

事務職

24%
学生7%

その他

35%

無回答

10%

職種

ポスター 7%

ちらし 4%

メールマ

ガジン

30%

ニュースリリース配信サービス 5%

知人の紹介 33%

その他 17%

無回答 4%

何を見て知ったか
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近年の科学コミュニケーションの展開の経緯を整理して理解できた、社会や科学者

がどのように作用しあっているかを考えることができた、などのコメントがありま

した。

基調講演

「科学コミュ二ケーション ｰ科学と社会の対話ｰ」について
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大変満足
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科学は客観的であるべきとされていたが主観的にとらえることも重要との指摘に新しい

気づきを得た、自分が日ごろ技術についてどのような姿勢で向きあっているか、今後ど

のように向きあうべきかを見つめ直すことができた、などのコメントがありました。

パネルディスカッション第一部

「伝えたいことは何ですか？ 伝わっていますか？
伝えると社会はどう変わりますか？」について
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情報化社会と人類学の視点の議論が融合して興味深かった、また、「共有」とは何

か、これからのAIが発展した世界への危機感、コミュニケーションが言語に頼らな

い時代が来るかも？という話に刺激を受けた、などのコメントがありました。

パネルディスカッション第二部

「知のループを社会に広げるために」について
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ICT時代に合った科学者・科学とは何なのか、新しいコミュニケーション像が必要と

いったコメントがありました。また、この議論をどう活かせるか考えていきたい、

などのコメントがありました。

「新しい科学者像」と「科学コミュニケーション像」は

参考になりましたか？
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